
「CityBenchは、すべての世代のニューヨーカーが 街をより楽しく歩きやすくさせ
街並みを向上させるもの です。 　ベンチの 設置場所 は、バス停や商業地域の中は
もちろん、市民からの要望を常に受け付けながら選定 していきます。 
これらの ベンチは、ただ休むことだけではなく、 高齢者や地域住民が座り
家族のことや 地域社会のことについて、 隣人たちと楽しくお話しすることを
可能にします。」                “ニューヨーク市 副市長 Linda Gibbs”

2011年に始まった 「CityBench」プロジェクト。
ニューヨークの街に 2,000以上もの ベンチを設置する都市づくり戦略としての取り組み。

オリジナルデザインのベンチはニューヨークの気候を考慮し、積もった雪が溶けやすい形状となっている。　
座面は幅が広く荷物が隣に置け、またコミュニケーションが取りやすくなるように考えられている。

現在 (2,019年時点) ニューヨーク市内には
2,100台 のベンチが設置されている。 

背もたれあり
背もたれなし

ニューヨーク市 「CityBench」マップ 出典：  https://www1.nyc.gov/html/dot/html/pedestrians/citybench.shtml
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武蔵野市バリアフリー基本構想改定

第1回改定委員会 ウォーカブルなまちづくりにおけるバリアフリー
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